
新型コロナウイルス感染症の利用状況への影響 

 

現況 

7 月にイベントを再開したことにより、概ね全ての図書館サービスを実施。 

 

利用状況 

・10 月になり、貸出者数、貸出冊数は、例年並みに戻りってきている。 

・上半期では、前年度比で入館者数 52％、貸出者数 63％、貸出冊数 62％。 

 貸出に比べ、入館者数の戻りがにぶく、短時間の利用を呼び掛けていることもあり、

滞在型の利用の減少が影響していると考えられる。 

・電子図書館の利用は５月が前年比 337％でピークであり、10 月も高い利用状況となっ

ている。 

＜入館・貸出＞数値は前年度同期比       ＜電子図書館＞数値は前年度同期比   

  入館者数 貸出者数 貸出冊数  新規登録 貸出点数 

2 月 100% 111% 104%  124% 79% 

3 月 32% 48% 41%  31% 231% 

4 月 4% 9% 7%  8% 274% 

5 月 5% 11% 10%  14% 337% 

6 月 63% 84% 85%  187% 182% 

7 月 73% 85% 83%  100% 160% 

8 月 77% 89% 90%  101% 167% 

9 月 78% 87% 91%  93% 156% 

10 月 83% 104% 92%  122% 181% 

4-9 月 52％ 63％ 62％  85％ 215% 
 

感染症予防対策 

・手指消毒、マスク着用の協力を呼びかけ 

・滞在時間 1 時間以内の協力を呼びかけ 

・距離をとった閲覧席の配置 

・定期的な換気、カウンター等の消毒 

・カウンターへの飛沫防止シートの設置 

・講演会、おはなし会等のイベントは、距離を確保できる定員を設けながら実施 

・イベント参加者の検温 

・視覚障害者の対面朗読について、リモートによる再開を準備中 
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